
令
和
元
年
五
月
三
十
一
日
受
領

答

弁

第

一

八

一

号

内
閣
衆
質
一
九
八
第
一
八
一
号

令
和
元
年
五
月
三
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

安

倍

晋

三

衆

議

院

議

長

大

島

理

森

殿

衆
議
院
議
員
早
稲
田
夕
季
君
提
出
ハ
ク
ビ
シ
ン
の
特
定
外
来
生
物
指
定
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す

る
。



衆
議
院
議
員
早
稲
田
夕
季
君
提
出
ハ
ク
ビ
シ
ン
の
特
定
外
来
生
物
指
定
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

環
境
省
と
し
て
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
に
よ
る
社
寺
等
へ
の
被
害
に
つ
い
て
示
し
た
文
献
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
ハ
ク
ビ
シ
ン
は
在
来
種
で
は
な
く
、
国
外
由
来
の
外
来
種
で
あ
る
と
国
と
し
て
決
定
し
た
」
と
の
意
味
す
る

と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
御
指
摘
の
「
我
が
国
の
生
態
系
等
に
被
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
外
来
種
リ
ス
ト
」
を

平
成
二
十
七
年
三
月
に
環
境
省
及
び
農
林
水
産
省
で
作
成
す
る
に
当
た
り
、
生
態
学
や
哺
乳
類
学
等
の
知
見
を
有
す
る
科
学

者
の
知
見
に
基
づ
き
ハ
ク
ビ
シ
ン
が
明
治
時
代
以
前
に
導
入
さ
れ
た
外
来
種
で
あ
る
と
整
理
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

ハ
ク
ビ
シ
ン
に
つ
い
て
は
、
地
域
ご
と
に
被
害
の
規
模
、
被
害
の
形
態
等
が
多
種
多
様
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
個
々
の
地
域

の
被
害
実
態
に
応
じ
た
対
策
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。
環
境
省
及
び
農
林
水
産
省
と
し
て
は
、
御
指
摘
の
「
我
が
国
の
生
態

系
等
に
被
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
外
来
種
リ
ス
ト
」
に
記
載
の
と
お
り
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、
国
民
等
の
各
主
体
に

お
い
て
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
を
含
め
た
当
該
リ
ス
ト
上
の
外
来
種
の
防
除
、
遺
棄
防
止
等
の
た
め
の
取
組
が
講
じ
ら
れ
る
よ
う
普

一



及
啓
発
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

全
国
的
な
ハ
ク
ビ
シ
ン
の
分
布
に
つ
い
て
は
環
境
省
に
お
い
て
平
成
九
年
度
か
ら
平
成
十
年
度
ま
で
の
調
査
及
び
平
成
二

十
七
年
度
か
ら
平
成
二
十
九
年
度
ま
で
の
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、
両
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
調
査
手
法
が
異
な
る
た

め
単
純
な
比
較
は
困
難
で
あ
る
が
、
分
布
が
拡
大
傾
向
に
あ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

な
お
、
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
。
以
下
「
鳥
獣

保
護
管
理
法
」
と
い
う
。
）
第
九
条
第
十
三
項
及
び
第
六
十
六
条
の
規
定
に
基
づ
く
捕
獲
者
か
ら
都
道
府
県
知
事
等
へ
の
報

告
に
つ
い
て
同
省
が
毎
年
取
り
ま
と
め
て
い
る
鳥
獣
関
係
統
計
に
お
い
て
は
、
九
州
地
方
で
の
ハ
ク
ビ
シ
ン
の
捕
獲
に
係
る

報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
平
成
二
十
二
年
以
降
の
捕
獲
の
報
告
に
つ
い
て
各
県
へ
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
別
種

の
ア
ナ
グ
マ
を
誤
認
し
て
報
告
し
た
可
能
性
が
高
い
と
の
回
答
を
得
て
お
り
、
同
省
は
、
九
州
地
方
に
お
け
る
分
布
の
情
報

を
得
た
も
の
と
は
判
断
し
て
い
な
い
。

五
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
殺
処
分
せ
ず
に
他
所
で
放
獣
す
る
民
間
事
業
者
」
や
「
自
治
体
自
身
が
放
獣
を
指
示
し
て
い
る
」
事
例
に
つ

二



い
て
は
承
知
し
て
い
な
い
。

な
お
、
鳥
獣
保
護
管
理
法
第
九
条
第
一
項
の
捕
獲
許
可
に
際
し
て
は
、
鳥
獣
保
護
管
理
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

環
境
大
臣
が
定
め
る
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
を
図
る
た
め
の
事
業
を
実
施
す
る
た
め
の
基
本
的
な
指
針
に
即
し
て
鳥
獣
保
護

管
理
法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
定
め
る
鳥
獣
保
護
管
理
事
業
の
実
施
に
関
す
る
計
画
に
記
載
さ
れ

た
基
準
に
基
づ
き
許
可
す
る
と
こ
ろ
に
な
る
が
、
現
在
の
環
境
大
臣
が
定
め
る
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
を
図
る
た
め
の
事
業

を
実
施
す
る
た
め
の
基
本
的
な
指
針
（
平
成
二
十
八
年
環
境
省
告
示
第
百
号
）
に
お
い
て
は
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
を
始
め
と
し
た

生
態
系
等
に
被
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
鳥
獣
に
対
す
る
捕
獲
後
の
放
獣
の
可
否
に
つ
い
て
の
考
え
を
示
し
て
い
な
い
こ

と
か
ら
、
同
指
針
の
改
定
に
際
し
て
は
、
捕
獲
後
の
処
置
の
実
態
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

六
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
事
実
」
に
つ
い
て
は
承
知
し
て
い
な
い
が
、
ア
ラ
イ
グ
マ
及
び
ハ
ク
ビ
シ
ン
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
に
よ
り
被
害
の
規
模
、
被
害
の
形
態
等
が
多
種
多
様
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
ご
と
の
被
害
実
態
に
応
じ
て
防
除
の
実
施

主
体
の
判
断
に
基
づ
き
防
除
が
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

七
に
つ
い
て

三



御
指
摘
の
「
ハ
ク
ビ
シ
ン
が
明
治
以
前
か
ら
我
が
国
に
い
た
と
い
う
科
学
的
根
拠
も
薄
弱
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら

か
で
は
な
い
が
、
二
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
が
明
治
時
代
以
前
に
日
本
に
持
ち
込
ま
れ
た
外
来
種

で
あ
る
こ
と
は
、
環
境
省
と
農
林
水
産
省
が
平
成
二
十
七
年
三
月
に
「
我
が
国
の
生
態
系
等
に
被
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ

る
外
来
種
リ
ス
ト
」
を
作
成
し
た
際
に
、
生
態
学
や
哺
乳
類
学
等
の
知
見
を
有
す
る
科
学
者
の
知
見
に
基
づ
き
整
理
し
た
も

の
で
あ
る
。

ま
た
、
お
尋
ね
の
「
明
治
以
降
の
導
入
種
の
み
に
限
定
」
を
し
て
い
る
理
由
と
し
て
は
、
特
定
外
来
生
物
に
よ
る
生
態
系

等
に
係
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
七
十
八
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
作
成
し
た
特

定
外
来
生
物
被
害
防
止
基
本
方
針
（
平
成
二
十
六
年
三
月
十
八
日
閣
議
決
定
。
以
下
「
基
本
方
針
」
と
い
う
。
）
に
あ
る
と

お
り
、
「
外
来
生
物
に
よ
る
生
態
系
等
に
係
る
被
害
を
適
正
か
つ
効
果
的
に
防
止
す
る
た
め
、
外
来
生
物
を
一
様
に
規
制
の

対
象
と
す
る
の
で
は
な
く
、
特
に
被
害
を
及
ぼ
し
、
又
は
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
外
来
生
物
を
適
切
に
特
定
外
来
生
物
に
選

定
す
る
」
た
め
、
「
我
が
国
に
お
い
て
生
物
の
種
の
同
定
の
前
提
と
な
る
生
物
分
類
学
が
発
展
し
、
か
つ
、
海
外
と
の
物
流

が
増
加
し
た
の
が
明
治
時
代
以
降
で
あ
る
こ
と
」
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。

八
に
つ
い
て

四



環
境
省
と
し
て
は
、
特
定
外
来
生
物
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
、
基
本
方
針
に
あ
る
と
お
り
、
「
概
ね
明
治
元
年
以
降
に
我

が
国
に
導
入
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
な
生
物
」
を
選
定
の
前
提
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
お
尋
ね
の
ハ
ク
ビ
シ
ン

に
つ
い
て
は
、
有
識
者
の
知
見
に
基
づ
き
、「
概
ね
明
治
元
年
以
降
に
我
が
国
に
導
入
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
な
生
物
」

と
は
整
理
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、現
在
の
基
本
方
針
に
基
づ
い
て
特
定
外
来
生
物
に
指
定
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

五


